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田
所
家
文
書 

﹃
嚴
島
社
祭
礼
次
第
田
所
主
税(

嚴
嶋
定
勅
使)

﹄ 
 

嚴
嶋
初
申
神
事
と
田
所(

国
府
上
卿)

の
役
割 

 
 

 
 

 
 

 

田
所
旧
記
︑
祭
礼
控 (

仮
称
寛
政
年
間
一
七
八
九
～
一
八
〇
〇
か)

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
田
所
恒
之
輔
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

事)  

 
 

 
 

 
 

卯
ノ
日
之
神
 

 
 

 

一
︑ 

惣
社
大
明
神
へ
出
勤 

俗
に
中
の
夜
祭
ト
云 

社
中
一
同 

但
︑
長
行
司
ニ
而
︑
社
中 

応
相
済 

惣
社
江
参
向 

 
 

 
 

 
 

一
︑
神
楽
舞
執
行 

 
 

 
 

田
所
主
税 

 
 

 
 

 
 

一
︑
御
歌
奏
ス 

 

口
伝
在 

飯
田
甚
兵
衛 

三
宅
孫
太
郎 

 
 

 
 

 
 

 

但
︑
惣
社
よ
り
銘
々
帰
着
︑
飯
田
甚
兵
衛
ヱ
ハ
田
所
同
道
ニ
テ
長
行
司
へ
帰
ル 

 
 

 
 

 
 

 

午
の
日
朝
正
六
ツ
時(

御
前
八
時)

よ
り
出
勤 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
(

事)  

一
︑ 

惣
社
二
而 

 

大
海
神
楽
神
 

社
中
一
同
出
勤
但
し
田
所
ハ
出
勤
不
在 

一
︑ 

廿
五
膳
大
豆
飯
御
供
備
ル 

長
行
司
よ
り
仕
出
し 

内
十
五
膳
敷
紙
在  

十
膳
は
敷
紙
な
し 

一
︑ 

□
□
□
御
祓
□
方
執
行 

 
 

三
宅
孫
太
郎 

但
敷
紙
執
行
石
津
林
次 

 
 

 
 

 
 

 
 

奉
幣
神
人
亀
執
行 

 
 

 
 

 

大
呑
氏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
供
献 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

但
神
酒
神
供 

直
会
在 

 
 

 
 

 
 

 

神
供
配
分 

 

惣
社
中
 

 
 

 

大
呑
大
行
司
な
ど
配
分
之
次
第
在 

 
 

 
 

      

一
︑
同
日
暮
六
ツ
時
嚴
嶋
江
出
船 

 

仁
保
島
向
灘
辺
よ
り
乗
船 

 
 

 
 

但
□
□
下
□
□
候
得
共
︑
神
酒
を
開
く
︑
船
玉
の
神
酒
と
云 

 
 

 
 

 
 

 

一
︑
翌
未
ノ
朝
日
ノ
出
ヲ
待
合 

 

着
船 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

始
終
船
住
居 

 
 

 
 

 

田
所
主
税 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

但
食
事
餅
長
行
事
よ
り
供
︑
焼
石
の
餅
と
云 

 
 

 
 

 
 

 
 

着(

宿) 
 

 
 

 
 

飯
田
甚
兵
ヱ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
口
屋
表
座
敷 

 

三
宅
孫
太
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
宅
源
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
津
林
次 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
奥
座
敷 

 
 

 

山
田
忠
大
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
次
ノ
間 

 
 

田
所
︑
長
行
事
人
足
共 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

倉
橋
屋 

 
 

 
 

山
田 

齊
︑ 

山
田
次
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

但
厳
島
社
中
へ
上
勤
着
座
之
次
第
も
在 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

申
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

事) 

一
︑
御
神
 

四
ツ
時
を
打
つ
と
一
同
装
束
仕
候
而 

但
山
口
屋
表
座
敷
へ
一
同
集
会
祝
杯
在 
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一
︑
九
ツ
時
を
打
と
一
同
社
参
之
次
第
在 

 
 

 
 

 
 

一
︑
御
散
米 

 
 

 
 

飯
田
甚
兵
ヱ
よ
り
奉
備 

 
 

 
 

 
 

一
︑
御
弊
串
五
拾
壹
本 

長
行
司
左
近
よ
り
奉
備 

 
 

 
 

 
 

一
︑
弐
束
五
状 

 
 

 

田
所
主
税
よ
り
奉
備 

 

但
此
紙
ハ
惣
社
中
米
に
て
調 

 
 

 
 

 
 

一
︑
御
本
社
へ
参
詣 

 

一
同
神
拝 

 

但
右
供
物
客
人
社
へ
分
ケ
備
ル
厳
島
社
入 

 
 

 
 

 
 

一
︑
夫
よ
り
客
人
社
神
事
ニ
参
ル 

 

府
中
︑
厳
島
社
人
一
同 

 
 

 
 

 
 

一
︑
上
卿
御
歌
執
行 

口
伝
在 

飯
田
甚
兵
ヱ
︑
三
宅
孫
太
郎 

 
 

 
 

 
 

一
︑
同
笛 

 
 

 
 

厳
島
樂
頭 

 
 

 
 

 
 

一
︑
客
人
社
御
神
前
ニ
テ
神
酒
備
ヘ
ル 

 

田
所
主
税 

 
 

 
 

 
 

一
︑
同
大
床
ニ
而
奉
幣 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
人 

 
 

 
 

 
 

一
︑
同
所
ニ
テ
榊
葉
之
舞 

 
 

 
 

 
 

祝
師 

斉
︑
田
所
主
税 

 
 

 
 

 
 

一
︑
組
入
レ
ニ
而 

 
 

舞
右
但
し 

 
 

 
 

三
宅
源
八
︑
山
田
忠
大
夫 

 
 

 
 

 
 

一
︑
同
所
ニ
テ
始
終
御
歌
ヲ
会
一
々
口
伝
在 

 
 

飯
田
甚
兵
ヱ
︑
三
宅
孫
太
郎 

 
 

 
 

 
 

一
︑
又
大
床
ニ
テ
榊
葉
舞 

 
 

 
 

 
 

祝
師 

斉
︑
田
所
主
税 

 
 

 
 

 
 

一
︑
同
所
ニ
テ
舞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
三
宅
孫
太
郎
︑
山
田
忠
大
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

右
三
日
間
始
終 

 
 

 
 

 
 

一
︑
同
所
ニ
テ
御
歌
数
々
奏
ス
一
々
口
伝
在 

 
 

三
宅
孫
太
郎
︑
山
田
忠
大
夫 

 
 

 
 

 
 

一
︑
同
所
に
て
舞 

一
返 

 
 

 
 

 
 

厳
島
兩
棚
守
替
ル

 
 

 
 

 
 

 

一
︑
同
所
に
て
楽
執
行
フ
エ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

厳
島
楽
頭
ケ
イ

三
宅
孫
太
郎
タ
イ
コ
飯
田
甚
兵
ヱ 

 
 

 
 

 
 

右
御
神
事
相
済
御
本
社
江
一
同
帰
ル 

 
 

 
 

 
 

一
︑
上
卿
御
歌 

口
伝
在 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
田
甚
兵
ヱ 

三
宅
孫
太
郎 

 
 

 
 

 
 

一
︑
同
笛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

厳
島
楽
頭 

 
 

 
 

 
 

一
︑
御
本
社
御
神
事
も
客
人
社
之
通 

 
 

右
略
ス 

 
 

 
 

 
 

一
︑
御
歌
ハ
両
社
数
々
替
リ
在 

 
 

 
 

一
々
口
伝
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

カ) 

右
両
社
御
神
事
相
済
帰
着 

 
 

 
 

吹
志
町
前 

 
 

 
 

 
 

一
︑
酉
ノ
朝
日
ノ
出 

 
 

宮
嶋
出
船 

 

同
夕
帰
着 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

カ) 

一
︑
八
幡
別
宮
へ
参
殿 

神
詞
相
済
拝
殿
へ
下
リ 

田
所
榊
葉
舞 

飯
田
三
宅
御
歌
ヲ
奏
ス
口
伝 

 
 

 

船
上
り
之
神
事
ト
云 

一
︑
山
王
社
二
奉
幣 

榊
葉
ノ
舞 

 
 

 

田
所
主
税 

一
︑
舞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
宅
源
八
︑
山
田
忠
大
夫 

一
︑
楽 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
田
甚
兵
ヱ
︑
三
宅
孫
太
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
御
神
事
相
済
田
所
へ
帰
り
饗
応
在 

是
が
俗
二
雉
子
開
き
と
云 

 
 

 
 

 
 

 
 

諸
入
用
な
ど
中
米
を
以
忠
大
夫
よ
り
仕
出
し 

一
︑ 

厳
島
両
社
大
明
神 

御
鎮
祭
勤
仕 

右
二
月
初
申
神
事
之
通
在 

略
ス 

但
し 

霜
月
ニ
ハ
御
本
社
二
而
御
シ
メ
リ
在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

広
島
大
学
名
誉
教･

授
国
文
学
博
士) 

昭
和
四
六
年
七
月
拝
見 

 
 
 
 

小
林 

利
宣 
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右
田
所
神
事
執
行
覚
の
如
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寛
政
年
間
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る 

 


